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       Efficacy of Urethral Anaesthesia by Onocaine Jelly 

          Tomoo TAKAHASHI, Takashi MIURA, Nobuya MICHINAKA 

                          and  Kunio OSHITA 

      From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Hiroshima  University 

                          (Director  : Prof. T. Kato) 

   Having had an opportunity of using Onocaine Jelly, we have carried out urethral anaes-

thesia in the cases of male patients. Although the cases are small in number, judging 
from the results of our experiments we consider them to be appreciably excellent efficacy 
in anesthizing for 10 minutes with 0.05%, while the preparation of 0.01% gives no effect. 
We have therefore reported it  simply,

緒 言

我々泌尿器科医にとつては.膀 胱鏡検査,尿

道拡張術,尿 道鏡検査等の経尿道的操作を行 う

事が多く,そ の際先ず問題となるのは,患 者の

苦痛を出来得 る限 り軽減する為 の麻酔方法であ

る.而 して麻酔方法 としては従来尿道麻酔,仙

骨麻酔,腰 椎麻酔或いは全身麻酔等が用いられ

ている.

凡そ疾病を適確に診断乃至治療する為には,

患者に苦痛を与えない即ち完全な麻酔下に行わ

れるのが最 も望ましいのは当然であり,・かかる

観点からすれば腰椎麻酔,全 身麻酔が最も適 し

ているが,種 々の点で外来での実施 困 難な事

が多いので,教 室では従来仙骨麻酔或いは尿道

麻酔を行つている.而 して仙骨麻酔は稻 汝熟練

を要 し,且 つ副作用皆無とは言い難 く,そ の

点尿道麻酔の方が簡単で且つ副作用も殆 んどな

いので極めて便利ではあるが,従 来行つている

Novocain或 いは.Procainに よる尿道麻酔で

は効果不充分で,仙 骨麻酔に比 し劣る事が多か

つた.そ こで我々はより有効な尿道麻酔剤の出

現 を 望 ん で 居 た の で あ る が,今 回 新 麻 酔 薬0-

noca㎞eが 小 野 薬 品 工 業KKに 於 て 合 成 さ れ,

第1表

OnocaineJelly

OllocaineO.010rO.05g

　PhenolO.59PropylenGlyco115.Og

LCarboxymethylcelluloseSod.4.Og

SterileWaterto100.Og

之VaCarboxymethylcelluloseSod.Propylen

Glycoletc.(第1表)を 加 え たOnocaineJelly

を 入 手,使 用 す る 機 会 を 得 た の で,そ の 結 果 を

報 告 す る.

成 績

使 用例 はす べ て 男 子 で,使 用方 法 は 先 ず 外尿 道 口を

清 拭 し,Tube入OnocaineJelIy10ccを 尿 道 内 に

注 入,約10分 聞(1部5分 間)外 尿 道 口を 保持 せ しめ

た.

効 果 の判 定 は 自覚 症状 に依 り判 定 した.殊 に以 前 経

尿 道 的 操 作 を受 け た 患 者 に は,そ の際 の苦痛 程 度 と比

較 した.
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第2表
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その成績に第2表 に示す魏 くであ る.灘 ちg.雛%使

用例 にっいてみる と,No.1,2は 麻酔 時 間5分 で

Onocaineの 効果を殆 ん ど認めず,No.4,6は 初め

て経尿道 的操作を受け た例であるので効果 の批判は さ

てお ぎ,餐0.蓬,7綜 以繭 の纏骨麻酔に比 し疹痛カミ強

い と訴え,No・8,9は 以前無麻酔で行った際 と殆ん

ど同程度 の疹痛を訴えた.以 上の成績か らみて0.01%

のOnocainejellyで は効果は(麻1禦 時間5分 及び10

分穂 れの場 合 も)期 待 し得 ない と考 えられ る.尚 は強

度の尿道狭窄例 でJ611y約2ccを 注入 した所,疹 痛

激 しく,墨 嶽 したので蔽ちに巾止 した劔であ る.

次に0.05%のOnocaineJellyaS用 例 にっいてみる

と・N◇ ほ ・2,2§,舞 は以蕎2%の?roca三ne尿 道

麻酔を符 った際 ど大差が ない様であ る(No.1,2は

麻酔時閣5分)が,N。 。7,8,9を 湖 らかに蕃痛 の軽

減 を訴 えた.又No.3,5,14,15は 何 れ も仙骨麻 酔ま
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り楽であった と言 い,殊 にNo.5,14,15は,以 前 の

仙骨麻酔時の疹痛が激 しかった為膀胱鏡 検査を恐 れて

居たが,今 回は殆 ん ど苦痛がなかった と喜 んでいた程

であ り,No.4,6,17,19,20は 初めての例 であるが

何れ も大 した苦痛を訴えず,又No.10,12,13,18,

22,23は 以前無麻酔 で操作を受けた例で,、何れ も可

成 りの苦痛 を訴えた例であ るが,今 回は極 めて楽 であ

った と言っていた.

第3表
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以上の成績を総括すれば第3表 の如 くな り,之 よ り

判断す るに,0.01%で は効果は認 め難 いが,0.05%で

はその効果は可成 り優秀で,殊 に麻酔時聞10分 の もの

では外来で行 う程度の経尿道 的操作 には不便を感 じな

かった.

考 按

尿道麻酔についてはその要なしと主張して居

る者もあり,事 実麻酔を行つても可成り強い苦

痛を訴える例にしばしば遭遇する.然 し乍ら元

来尿道粘膜はN.pudendalisに より第2～4

仙骨分節により支配され,こ の為尿道粘膜の刺

戟が痛みを伴 う勃起を起し,又 尿道筋即ち隔膜

尿道括約筋の収縮を起す(高 木)と 説明されて

いるので,出 来得 るだけ苦痛を除 くと言う意味

で教室では原則 として,外 来では仙骨麻酔或い
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は 尿 道 麻 酔 を行 つ て い る.

而 し て尿 道 麻 酔 と し て は一 般 にProcain液

が 使 用 され て い るが,そ の効 果 不 充分 の事 が 多

く,従 つ て 薬 剤 や方 法 に つ い て 多 くの先 輩 に よ

り種k研 究,改 良 が な され て居 り,(Muschat

のAnesthesine,Nesbitetc.のNupercain,

DeesandAmbroseのSKF,Perskyand

DavisのXylocain,松 井 氏 等 のDEA等)局

所 麻 酔効 果 を高 め る為 にGlycerin,Traga-

canthetc.を 加 え て,粘 稠 度 を増 す事 が 考 案

され て い る.

要 す る に尿 道 麻 酔剤 と して は,表 面 麻 酔 力 が

強 く,且 つ 粘 稠 度 の高 い も のが 合 理 的 で あ り,

か か る観 点 か ら して,表 面 麻 酔 力 がCocainの

1,000倍 以 上,Procainの15,000～20,000倍 以

上 で,且 つ 有効 薬 用 量 と致 死 量 の開 き はPro-

caine,Cocaineよ り遙 か に大 き く従 つ て安 全

なOnocaine(雲 井 氏)に 適 度 な粘 稠 度 を 与 え

たOnocaineJellyは 合 理 的 な 尿 道 麻 酔 剤 と考

え られ た ので 使 用 して み た.但 し そ の効 果 判 定

を患 者 の 自覚 症 や記 憶 に頼 つ た点 稽 汝難 が あ る

が,他 に 良法 が な い の で これ に依 つ た.そ の結

果 は既 述 した 如 く,0.01%で は効 果 の期 待 は 出

来 な いが,0.05%,10分 間 麻 酔 を行 え ば,外 来

で行 う程 度 の経 尿 道 操 作 に は充 分 の効 果 を認 め

得,且 つ 副 作 用 も殆 ん ど経 験 しな か つ た.又 粘

滑 剤 と し て は他 に何 等 使 用 せ ず して 全 く障碍 を

感 じな い 程 優秀 で あ る.

伺LUIzman氏 注 入 器 で後 部 尿 道 に注 入 した

例 も あ るが 之 に は殆 ん ど効 果 を認 め な か つ た.

この際 造 影 剤 を 混 じ注 入 し,レ 線 学 的 に観 察 す

る と,瞬 時 に し て 膀 胱 内に 入 り後部 尿 道 に は殆

ん ど残 ら な い の で,後 部 尿 道 粘 膜 とOnocaine

の接 触 時 間 が 短 い為 麻 酔効 果 が 劣 る も の と考 え

て い る.

結 語

OnocaineJellyを 使 用 す る機 会 を得 た の で

男 子 症 例 に 尿道 麻 酔 を行 つ た.例 数 は 少 い が,

我 々の得 た 結 果 か らみ れ ば,0.01%の も の で は

効 果 を 期 待 し得 な い が,0.05%の も の で10分 間

麻 酔 す れ ば,そ の効 果 可 成 り優秀 と考 え る ので

簡 単 に報 告 した,
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